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1952年に設立された日本藻類学会が初めての還暦を迎えた。

これを祝い，記念事業のひとつとして，日本における主要な藻

学者を配した藻学史の年表をポスターの形で制作し，本号に同

封することになった。この扉はその縮小版で、ある。

本年表は，約70名の藻学者(故人のみ。藻学以外を本分と

した研究者も含めた)を取り上げ，その生没年を示すパーを藻

学の略年表に組み合わせて作成されたものである。ある程度，

師弟関係がみえる配置を心がけた(ただし実際の関係は網目

状なので厳密で、はない)。たとえば，紫色のパーは岡村金太郎

の弟子や孫弟子にあたると考えられる藻学者である。

年表の時間軸は，いつをもって日本の藻学のはじまりとする

かにまだ定説が無いため，矢田部良吉(1891年にカワノリを新

種記載)が生誕する前年の 1850年よりはじめた。ただし，そ

れ以前になにもなかったわけで、はない。江戸時代にも寺島良安

著 『和漢三才園舎.JJ(1712年)などのように有用藻類を記述し

たものがある。それらは植物学ではなく本草学の範暗に入るが，

近代藻類学へと繋がるもので、あった。一方，日本の藻類につい

ての植物学的な記述は， 1690年に来日したドイツの探検家ケ

ンペル (E.Kampfer)が著した 『廻国奇観.JJ(1712)中の『日

本植物』がl信矢と考えられる。奇しくも今年は『和漢三才図会』

と『廻国奇観』が着されてからちょうど300年目 (5回目の還

暦)にあたるけれども，いずれも日本藻学のはじまりとは認定

しにくい。日本人がなした植物学での藻学論文は，おそらく粛

田功太郎の『東京産輪藻科植物.JJ(1887)が第l号となるだろう。

これをもって本邦藻学の開始とするなら，今年は日本藻学 125

周年となる。ただ¥鷲田も矢田部と同様，その後の研究の重心

を藻学以外のところへ移したため，藻学者と呼ばれることは稀

である。藻学を専攻した日本人では，やはり岡村金太郎が筆頭

であり，帝国大学を卒業した岡村が大学院に入り，矢田部のも

とで研究を開始した 1889年を「わが国における藻学研究の歴

史」が始まったとする説がある(千原 1982)。この年は岡村が

はじめて藻類について著作を行った年で、あって，日本藻学史に

おいて重要な年であることは間違いない。

年表の制作に際しては，可能な限り正確を期したつもりであ

るが，まだまだ、完成とは呼べない。とりわけ載せるべき藻学者

が網羅しきれていないことは大きな反省点である。歴史年表を

つくるには，先に各「出来事」の学術的 ・社会的な意味や後世

へ与えた影響を評価する歴史研究が不可欠なのであるが，藻

学史について本格的に研究を行う分野が我が国になく，後述す

る文献を除けば，植物学史や博物学史のなかでわずかに触れ

られる程度の情報しか得られないことがこれを難事業にしてい

る。つまり，日本の藻学史研究はほとんどなされていない状態

であると言わざるを得ず そのことがさらに藻学史上の重要な

情報や資料を残されにくくするという悪循環を産んで、いる。本

年表は，広範囲の文献はもとより，各会員や関係機関が所蔵し

ている歴史資料から情報を集め統合しないかぎりは完全版に近

づけるものではなく，今後，この年表 (2012年版)を叩き台に

し欠けている部分について学会員諸賢より情報を提供いただ

いて，改訂をすすめることができれば幸いである :情報提供は，

〒305-0005つくば市天久保4-1-1国立科学博物館植物研究部

北山太樹 (E-mail:kitayama@kahaku.go.jp)まで。
これから次の還暦を目指して躍進する日本藻類学会が，学会

と藻学の歴史を創ると共にその記録や資料保存も行い，未来の

研究者へ供されることを願ってやまない。
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